
労働時間削減のための取組み

○ 現場 ○ 事務所内

土曜日出勤率に関しては、新規工事の受注、繁忙期、新型コロナウイルスでの休業等で単純比較は難しいが、
着実に土曜日の出勤率は下がっていると思われる。

留　 意　 事 　項　／　そ　の　他

取　組　み　内　容

効　　　　　　　果

働き方改革奨励手当の制定
弊社では従業員の週休２日を確保するため、各月の土曜日の回数分（出勤の有無に関わらず）2021年より手当
を支給している。一般社員は土曜日出勤の場合『休日勤務手当』、休みの場合は『働き方改革奨励手当』で支
給。管理監督者は一律『働き方改革奨励手当』で支給している。

クラウド型勤怠管理システムの導入
クラウド型勤怠管理システム『勤次郎』を2021年9月より導入している。

働き方改革奨励手当の支給の効果
導入前工事部の土曜日出勤率は５０％（全体では４０％）、導入１年後は３９％（全体では３２％）、現在は３
２％（全体では２５％）となっている。
現在は４週８休工事が増加しているため、働き方改革奨励手当と合わせて土曜日出勤率が低下している。

クラウド型勤怠管理システムによる労働時間管理
オンライン上で労働時間を一元管理することにより、現場毎の労働時間把握をし、人員の適切な配置を行うこと
で長時間労働の是正に繋がっている。

就業規則抜粋

クラウド型勤怠管理システム


